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【Zusammenfassung】 
Wenn wir sportliche Bewegung beobachten, können wir der Bewegungsverwandtschaft zwischen der 
Sportbewegung A und Sportbewegung B merken. Zum Beispiel zwischen “Ball werfen” und “Aufschlag 
von Tennis”. Aber die Frage oder die Aufgabe dieses Bewegungsverwandtschafts ist so, daβ wir über die 
Bewegungsstruktur und den Bewegungsrhythmus betrachten sollen. Die Bewegungsstruktur des Sports ist 
wichtig, was und wie die Kerntechnik der Sportbewegung ist. 
Die Bewegungsverwandtschaft der Sporttechnik ist eine wichtige Grundtheorie der Sportlehrmethode. Also 
soll ich diese Forschung mit der morphologischen Betrachtung der Sportbewegung arbeiten. 
Wenn wir die Bewegungsverwandtschaft der Skisporttechnik erklären können, können wir 
Bewegungsfamilie der Skisporttechnik aufbauen. 
In Österreich gibt es schon über diese Forschung des alpinen Skifahrens. Aber in Japan gibt es leider noch 
fast keine. 
Und vorher sollen wir zwischen Bewegungsverwandtschaft und Bewegungsähnlickeit genau unterschieden. 
Weil die Bewegungsähnlickeit über mechanische Betrachtung ist. Wenn ich über die mechanischen 
Betrachtung arbeite, kann ich die Afugabe dieser Forschung für die Lehrmethode des Skifahrens nicht 
lösen. 
Wenn ich die österreichche Methodik ( von Prof. Hoppichler ) betrachte, kann ich 〔Bild Ⅵ & Ⅶ〕aufbauen. 
Aber es gibt zwei Probleme. 
・Es gibt kein Pflugbogen im 〔Bild Ⅵ〕 & 〔Bild Ⅶ〕. Weil Pflugbogen kein Schwingen ist. 
・Es gibt keine Bewegungsfamilie von alle Beugedrehen im 〔Bild Ⅵ〕 & 〔Bild Ⅶ〕. Weil die österreichsche 

Skilehrmethode so aufgebaut wurde. Am wichtigste Frage / Aufgabe der Lehrmethode ist 「Es gibt nichts 
Praktischeres als eine gute Theorie」（Ludwich BOLTZMANN）. 

Die Ergebnisse dieser Forschung ist folgende 〔Bild Ⅸ - ｂ〕, 
 

Die Bewegungsverwandtschaft beim alpinen Skifahren 
（Das Konstruktionsbild der Bewegungsfamilie beim alpinen Skifahren）〔Bild Ⅸ - ｂ〕 

Umkanten Entlastung Beinarbeit Berg／Tal Skihaltung 

Hochgehen  Pflugbogen（Belastungswechsel） 
Nein 

Beugen 
Pedal 

 Pflugbogen（Druckwechsel） 

Ja 
（Schwingen） 

Hochgehen Pedal Oben - Öffnen 
（Berg – Familie） Stemm，Parallel，Schere， 
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 Unten - Öffnen 
（Tal – Familie） Stemm，Parallel，Schere，  

Beidebeinig  Parallel， 

Oben - Öffnen 
（Berg – Familie） 

Stemm，Parallel，Schere， 
Pedal Unten - Öffnen 

（Tal – Familie） Stemm，Parallel，Schere， 

 

Beugen 

Beidebeinig  Parallel， 
（Bild von TSUKAWAKI Makoto） 

 
Und die Ergebnisse dieser Forschung sagt folgende, 
・Wir haben eine wichtige Grundtheorie der Skilehrmethode der Skitechnik bekommen. 
・Deshalb können wir eine gute praktische sinvolle Skilehrmethode aufbauen und sie Korrektur machen. 
 
※キーワード（Schlüsselwort）： 
運動モルフォロギー（Morphologie der Bewegung），ターン運動技術の類縁性（Bewegungsverwandtschaft 
des alpinen Skifahrens），スポーツ運動技術のファミリー（Bewegungsfamilie），スポーツ運動の中核技術
（ Kerntechnik der Sportbewegung ）， 運 動 構 造 （ Bewegungsstruktur ）， 運 動 記 述
（Bewegungsbeschreibubg），スキー指導方法論構築の基礎理論（Grundtheorie der Skilehrmethode）， 

 
 

【緒論】 
 近年、日本におけるアルペンスキー指導方法論では、なるべくスキーをハの字（＝プルーク：Pflug）形状〔図
Ⅰ〕44）P.26にせず、直接パラレルターン（＝パラレルシュビンゲン：Parallelschwingen）を習得させることが主
要なテーマ（課題）となっているように思われる。その背景には、さまざまな要因が考えられる。ハード面から

考えられることは、ニューコンセプトスキー（＝カービングスキー）の出現と、その急速な発展・普及（もしく

は業界活性化の為に、普及させなくてはならないという命題）も、その一つと言えるであろう。またソフト面か

ら考えられることは、日本のアルペンスキー指導方法論の研究者が、用具の開発・変遷も踏まえて、憧れのパラ

レルターンを、とにかく短時間で習得させることが、指導方法論の至上命令のように考えていることである。確

かに、目標とするターン運動技術（パラレル）習得までに、これまで８つの指導階段（過程）があったとすれば、

不必要と考えられる指導階段や省略可能な指導段階を取り除き、それを４つの指導階段にし、いや２つの指導階

段にしてしまえば、単純に道のりが短くなり、より早く効率良く指導（習得）できると錯覚してしまう可能性は

多分にある。このような考え方は、非常に簡単な算術計算である。しかし、我々スポーツ指導方法論の研究者が

対象としているのは、生きた人間の行為としてのスポーツ運動の指導方法（学習者にとっては運動技能の習得）

であり、算数のような初歩的な単純計算では、到底成立し得ないものであることは、スポーツ指導（スポーツ運

動活動）を実際に経験した者であれば、容易に理解できるものである。また同時に、スポーツ指導者が絶対に忘

れてはならないのが、指導中における学習者の安全確保であり、安全を無視した指導方法は、スポーツ運動の指

導方法論ではなく、論外であることは言うまでもない。 
 世界各国のスキー場に勤務するスキー教師（指導者）のスキー講習・レッスン（Skiunterricht）では、プルー
クボーゲン（Pflugbogen）や、シュテムターン（＝シュテムシュビンゲン：Stemmschwingen）の指導を、現在
なお頻繁に見ることができる。もし本当に、全ての学習者がプルーク，プルークボーゲンを経由（習得）せずに、

直接パラレルターンの習得が可能であるのならば、このような光景は見ることができないはずである。また逆に、

プルークボーゲンや、シュテムターンの指導をされた学習者が、目標とされるパラレルターンにたどり着いてい

ない（上達していない）のであろうか？ この答えは、No／Nein（いいえ）なのである。そしてまた、どの程
度の練習時間や滑走距離で、早く効率良く指導したのか、上達（ターン運動技術を習得）したのか、誰がどのよ

うな基準により判断するのであろうか？ 
 1995年野沢温泉インタースキーが開催されて10年以上が経つ。そこで日本は、パラレルターンへのダイレク
トメソッドを発表した。しかし現在、その末端で日常的に指導の現場を任されている各スキー場のスキー教師達
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は、プルークボーゲンやシュテムターンの指導を日夜繰り返している。野沢温泉で発表・提案された直接パラレ

ルターンを習得できるようにする指導方法論は、残念ながらあくまでも机上の理論でしか成立していないかのよ

うである。実はこれが生きたスポーツ運動指導の現場・現実であり、このような現場での実践的で有効的な理論

こそが、アルペンスキーの指導方法論（本当のスポーツ指導方法論）であり、本研究者の研究課題・目的の一つ

でもある。 
 新しいスポーツの運動技術を、安全に効率良く習得していく為には、その運動技術を系統的に習得していく練

習段階（指導教程など）を組み立てる事が重要となる。つまりどのように指導するのかを研究課題とするスポー

ツ指導方法論（学）が大変重要なのである。その際、その不可欠の基礎理論（原理）を提供し、非常に重要な役

割を果たすものに、“スポーツ運動技術の系統発生の順序性”と、“スポーツ運動技術の学習転移現象”が知られ

ている。これらの基礎的な理論（原理）を提供する為には、特定のスポーツ運動種目における様々な運動技術の

本質的な徴表（特徴，構造）を的確に把握しなければならず、さらにその中核となる運動技術の分類も重要とな

る。この分類法によって整理されグルーピングされたものが、スポーツ運動技術の類縁性

（Bewegungsverwandtschaft）を基にした、スポーツ運動技術の家族化＝スポーツ運動技術のファミリー
（Bewegungsfamilie）なのである。 
 スポーツ運動技術全体としての機能的類縁（運動技術の共通性）からまとめられた、スポーツ運動技術のファ

ミリーが構成・構築された場合、それは「運動の中核的技術の習得は類縁性のある他の運動の習得にきわめてプ

ラスに作用」10）P.106する基礎理論なのであって、スポーツ運動技術の習得が早く、より確実性・安定性のあるス

ポーツ運動技術の指導につながっていくのである。 
 アルペンスキースポーツの場合も同様に、実践的で有効的な指導方法論構築の為には、様々なターン運動技術

の本質的な徴表を的確に把握しなければならず、さらにその中核となるターン運動技術の分類が重要となる。こ

の分類によって整理されグルーピングされたものが、アルペンスキーにおけるターン運動技術の類縁性

（Bewegungsverwandtschaft des alpinen Skifahrens）を基にした、ターン運動技術のファミリー
（Bewegungsfamilie des alpinen Skifahrens）なのである。 
 例えば、非常に複雑で、その運動技術やその技そのものの完成度を競うスポーツ運動競技種目である体操競技

において、スポーツ運動技術の分類は、非常に重要な課題である。日本では体操競技において、その運動技術の

類縁性に関する研究が積極的に行われ、その研究成果は、体操競技の優れた現場の指導方法論や優秀な競技成績

からみても顕著に表れている。 
 また、アルペンスキー大国（最強国）であるオーストリアにおいても、運動の類縁性、つまりターン運動の分

類に関する研究が積極的に行われている。それは、アルペンスキー指導者（アルペンスキーコーチ，アルペンス

キー教師等）の育成現場と現場の実践指導に活用（指導方法論・指導教程に適用）されている。また、アルペン

スキー競技においても、更なるターン運動技術の洗練の為、このターン運動の類縁性を基にした指導法・練習法

（技術トレーニング法）が、現場の優秀なコーチ陣によって、今日もなお試行錯誤されながら開発・実践され続

けている。 
 しかしながら、日本のアルペンスキー指導方法論においては、このターン運動技術の類縁性に関する研究は殆

どみられず、諸外国の表面的な情報（完成された指導教程）のみを基に、様々なターン運動技術を乱雑に列挙し、

指導方法論を構築している。その為、現場の実践指導においては、理論上（机上）では、直接パラレルターン習

得法が展開されているにもかかわらず、今なおプルークボーゲンやシュテムターンの指導が主流であるといった

混乱（矛盾）を招く要因になっているのが現状である。これは新しいターン運動技術を系統的に指導してく為の

練習段階（指導教程）を組み立てる際、ターン運動の類縁性が非常に重要な役割を果たす為で、スキー指導方法

論構築の不可欠の基本原理だからなのである。つまり、指導方法論的基本原則である“易しいものから難しいも

のへ”といった系統的な指導が、ターン運動の類縁性によってまとめられた同一のターン運動技術のファミリー

のなかで、はじめて可能になるからなのである。 
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【研究目的と研究方法】 
 前述の通り、現在日本のスキー指導方法論（指導教程）は、ターン運動の類縁性を基礎的な理論（原理）とし

て展開・構築されたものとは考え難い。スポーツの運動指導を行う際は、先ずその目的とされる運動の動きの（技

術）構造（仕組み）について把握・理解していなければならず、全体運動としての機能的類縁（運動の中核技術

の共通性）からまとめられた“スポーツ運動技術のファミリー”において、はじめて効果的なスポーツの運動指

導・スポーツ運動学習が可能となるのである。 
 従って本研究の課題・目的は、日本において乱雑に列挙されているターン運動技術を、ターン運動技術の類縁

性による視点・観点、つまりその本質的な徴表（中核となる運動技術構造の特徴）から整理・分類することを試

みることである。 
 そしてアルペンスキーにおけるターン運動技術のファミリー構成図を構築し、アルペンスキー指導方法論の展

開・構築の為の基礎理論を提供することにつなげるのである。 
 また本研究の結論は、現場で有効なアルペンスキーの指導方法論構築の基礎理論を提供するだけではなく、な

ぜプルークボーゲンやシュテムターンの指導が必要で、同時にパラレルターン習得にも効果的なのかを明らかに

する、ターン運動の系統発生の順序性と、ターン運動の学習転移現象の問題を精確に捉える基礎理論となりうる

ものでもある。 
 更に、近年急速に普及したニューコンセプトスキー＝カービングスキーを使用したターン運動、特にカービン

グターンに有効とされる、沈み込みによるターン運動（ヴェンディングターン）の指導方法論構築の基礎理論も

提供することが可能となる。つまり、カービングスキーの普及に代表される用具の変化が、ターン運動技術の分

類にどの程度影響があり、また指導方法論にどのように影響するのかも、検討・考察する基礎理論・資料を得る

ことが可能となる。 
 本研究の課題達成の為には、アルペンスキーにおけるターン運動技術の本質的諸徴表（特徴）を捉える必要が

ある。従って本研究では、スポーツモルフォロギー的考察方法を用いた研究方法を用いなければならい。つまり、

アルペンスキーにおけるターン運動の（局面）構造論７，８，９，34，44）を基に、様々なターン運動技術の運動記述を

考察していかなければならないのである。 

 また同時に、無意味な混乱・議論を避ける為にも、スポーツモルフォロギー的考察方法によるスポーツ運動の

類縁性と、自然科学的考察方法による運動の類似性（Bewegungsähnlichikeit）との違いも、明確にしておかな
ければならないと考えられる。 

 アルペンスキーのターン運動技術において、様々なターン運動技術を羅列し検討・考察することも可能である。

しかし本研究では、既に（先行研究の結果として）発表されている指導方法論の資料７，８，９，17，18，20，21，22，47）

を手がかりに、そのターン運動の類縁性について検討・考察する方法をとることにする。この研究方法では、先

行の諸研究におけるターン運動の類縁性を検討・検証するのみならず、その指導方法論への影響、つまり現場の

実践指導における有効性（影響）を考察することも可能なのである。 
 具体的な先行研究として、現在の日本の指導教程（SIA21，22）），（SAJ47））におけるターン運動技術指導の方法

論と、オーストリアの指導法論（ターン運動のファミリーを含める）７，８，９，17，18，20）を取り上げて検討・考察す

ることにする。 

滑走方向 滑走方向 

スキートップ 

プルーク（姿勢） パラレル 

〔図Ⅰ：プルークとパラレル〕43）P.26 

（作図：塚脇 誠） 
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 オーストリアの指導方法論を取り上げる理由は、常に世界各国から注目を浴び、スキー指導の専門家から最も

優れた指導方法論の一つであると評価され続け、現場の実践指導において、大きな成果を上げるといった実績を

持つ指導方法論であるからである。また、日本のアルペンスキースポーツは、オーストリアの影響を強く受けて

いる歴史的な背景もあるからである。 

 このような先行の諸研究の考察より、更に現在、理論的に考えられうる（現場において実践可能な）ターン運

動技術があれば、本研究ではそれをも取り上げ（列挙）、そのターン運動の主要局面における運動技術の諸徴表か

ら、グルーピングを試みる。つまりターン運動の類縁性に基づいた“ターン運動技術のファミリー（家族）図の

構築”を試みるのである。 
 

 

【本論】 

第１節：スポーツ運動の類縁性 
 本研究に関する無用な議論・混乱を避ける為、本研究におけるターン運動技術の類縁性に関して、ここで明確

に捉えておくこととする。 
 様々なスポーツ運動の形態の中には、似たような運動が存在していることがわかる。例えばテニスのサービス

やオーバーハンド（スロー）でボールを投げるといった運動形態である。「運動は、その構造（とくにその主要機

能局面や力点）が運動方向、運動範囲、力の入れ方や運動局面の時間系列においてわずかの変動しかないときに

類縁」10）P.102なのである。つまり、「その運動を形づくっている最も重要な部分の機能が、運動の方向や範囲、

また力の入れ方や経過の変化において共通性をもっているときに運動類縁」10）P.102といわれる。そこでは「運動

経過の本質的徴表の一致もしくは類似を問題にしている」10）P.103のである。 
 例えば運動Ａと運動Ｂとの間に類縁性が存在するのかどうかは、その運動構造を的確に捉えなければならない。

そこでは、時間の経過にともなって、空間においてどのように姿勢が変化していったのか、という図形的な特徴

を、スポーツ運動の局面構造論 34，44）における準備局面，主要局面，終末局面のそれぞれの局面から比較・検討

しなければならない。そして、それらの局面において、力の入るところと抜くところ、つまり緊張と弛緩のリズ

ミカルな交替＝運動リズム（力動的類縁）の観点からも比較・検討が行われ、その運動A・B間の類縁性が問題
とされるのである。 
 具体的にスポーツ運動の類縁性が認められる例としては、棒高跳びにおける踏み切り後の身体のはね上げ動作

と鉄棒運動で行われる懸垂振り出し（「棒高跳びは踏み切りまでが陸上競技で、踏み切り後は体操競技である：セ

ルゲイ=ブブカ」46）P.88）、開脚前転と伸膝前転などが、一般的に知られている。しかし、ハンドスプリングとヘ

ッドスプリングは、空間的な類似性は認められるが、運動リズムに決定的な違いが見出され、その運動技術に類

縁性を認めることは難しく、誤解されやすい例である。 
 スポーツ運動の類縁性は、運動技術の構造という視点からの類似を意味しているものであり、そこには、運動

構造に関する適切な（運動学的）理解が必要となる。この前提条件が不十分な場合、前述の例のようにスポーツ

運動の類縁性はいろいろな意味で用いられて正確さを欠くことが考えられるので、注意も必要である 10）P.103。 

 また、自然科学的な研究の地平によって、運動の力学的類似（運動類似性：Bewegungsähnlichikeit）を問題
とする場合もある。この研究の地平では、様々な個々の断片や要素の類似性を分析的に捉えるものである 10）P.267。

つまり、定量的・数量的にその運動の類似性を捉えようとするものである。 

 しかし本研究の目的は、人間の行為としてのスポーツ運動の本質的徴表によるターン運動の類縁性の解明であ

り、ターン運動技術の中核技術を基に、考察しなければならないのである。そして、現場のターンの運動指導に

直接役に立つ基礎理論を提供することである。従って本研究は、スポーツモルフォロギーによる考察方法（研究

の地平）で研究を進めなければならないのである。また、自然科学的な手法（研究の地平）では、本研究の目的

を達成することは不可能であり、自然科学的な解析・考察は、本研究の範疇ではなく、ここでは取り扱わないこ

ととする。一般的に、スポーツ運動の類縁性と運動の類似性は、明確に区別されなくてはならないのである。 

 しかしながら、自然科学的な手法（研究の地平）により、アルペンスキーのターン運動の類似性を研究した事

例４，15）が海外にある。このような研究は、アルペンスキーのターン運動に関する力学（自然科学）的な考察に貢

献していることを、付け加えておく６）P.141~144。 
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① 

② 

③ 

④ 

⑧沈み込み 
⑦立ち上がり ⑤ 

⑥ 

第２節：先行研究の検討 

 先ず、オーストリアの指導方法論の基礎理論となっている、オーストリアのターン運動技術のファミリー構成

について検討・考察することとする。 

 

〔図Ⅱ〕８つのシュビンゲン（Schwingen）７,８，24,25) 

 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
②シュテム：谷開き  ①シュテム：山開き   ⑦パラレル：立ち上がり 
④パラレル：谷開き  ③パラレル：山開き   ⑧パラレル：沈み込み 
⑥シェーレ：谷開き  ⑤シェーレ：山開き 
 
 
 
谷のファミリー   山のファミリー   左右同時のファミリー 

（作図：塚脇 誠） 
 
 オーストリアの指導方法論では、“エッジングの切り換え局面のあるターン運動”＝シュビンゲン（Schwingen）
を指導方法論の中核に据え、〔図Ⅱ〕のように“８つのシュビンゲン”として分類し、指導方法論・指導過程

（Methodische Übungsreihe）〔図Ⅲ〕を展開している。 
 そこでは先ず、左右の脚を交互に使った（操る）ターン運動：“左右交互のファミリー”と、左右の脚を同時に

使う（操る）ターン運動：“左右同時のファミリー”に大別している。更に左右交互に脚を使うターン運動を、“山

のファミリー（Bergfamilie）”と“谷のファミリー（Talfamilie）”に分類している。そして、それぞれを“シュ
テムシュビンゲン（ターン）”，“パラレルシュビンゲン（ターン）”，“シェーレシュビンゲン（ターン）”に細分し

ていることがわかる。 
 左右同時のファミリーでは、“伸び上がり抜重（Hochgehen）”と“沈み込み抜重（Beugedrehen）”によるタ
ーン運動技術に細分していることがわかる。 
 そして、このターン運動の類縁性を基にした指導方法論（指導教程）では、以下のような構成になっている。 
 基礎過程（Grundstufe / Grundschule）では、用具になれる初歩の段階・過程から左右交互のファミリーであ
る“シュテムシュビンゲン”までの習得。中・上級過程（Fortbildung）では、左右同時のファミリーである“（伸
び上がり抜重を使った）パラレルシュビンゲン”までの習得。応用過程（Meisterstufe）では、左右交互のファ
ミリーである“シェーレシュビンゲン”と左右同時のファミリーである“（沈み込み抜重を使った）パラレルシュ

ビンゲン”、更に様々な滑走条件・状況に適応したターン運動の習得といった構成・展開を行っている。 
 また特筆すべきは、オーストリアが世界に誇るアルペンスキー教師＝指導者の育成過程においても、このター

ン運動の類縁性を基にした指導方法論における３つの指導過程（段階）が、非常に大きな意味を持っていること

である。それは、スキー教師の入門（初歩）資格である助教師（Anwärter – Schilehrer）では、指導教程におけ
る基礎過程の具現（デモンストレーション）と理論を含めた指導法の習得が要求される。その上の教師資格であ

る州立検定スキー教師（Landes - Schilehrer）では、指導教程における中・上級過程の具現（デモンストレーシ
ョン）と理論を含めた指導法の習得が要求される。そして（世界的にも）最高峰のスキー指導者（教師）資格で

ある、オーストリア国家検定スキー（学士号）教師は、応用過程の具現（デモンストレーション）と理論を含め

た指導法の習得が要求されているのである。更に、その上級資格となるオーストリア国家検定アルペンスキーコ

ーチ（学士号）養成過程の雪上における指導法（アルペンスキーの運動技術指導）でも、ターン運動における類

縁性を基にした効果的な実践指導法の研修が行われているのである 26，27）。つまり、オーストリアにおいては、

ターン運動技術の類縁性（ターン運動のファミリー構成）が、指導者の養成過程・システムにも大きく影響して

（前後：Meisterstufe）９) 

（上下方向：Fortbildung）９) 

（横方向：Grundschule）９） 
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いるのである。 
 ブンデススポーツハイム = サンクリストフの前教授F.ホッピヒラー（Franz HOPPICHLER）は、その著書
７，８）において、〔図Ⅱ〕によるターン運動技術のファミリー（８つのシュビンゲン）を基本とし、指導方法論（指

導教程）を展開していた。 
 しかしその後発刊された著書９）では、中・上級過程以降の構成・展開を、若干変えていることが考察される。

これは、指導方法論を構築する為の基礎理論である、ターン運動の類縁性における分類の視点・観点が変わった

ことが要因と考えられる。具体的には、左右の脚を交互に使った（操る）ターン運動：左右交互のファミリーを、

パラレルターンにおける“横方向（seitlich）への体重移動のターン運動技術のファミリー”とした。そして特徴
的なことは、左右の脚を同時に使う（操る）ターン運動：左右同時のファミリーを、パラレルターンにおける“上

下方向（vertikal）への体重移動のターン運動技術のファミリー”と“前後方向（vor - zurück）への体重移動の
ターン運動技術のファミリー”として分類したことである。このターン運動技術の分類における視点・観点の変

更は、指導教程に直接的に影響しているのである。具体的には、このターン運動ファミリーの構成が、そのまま

著書９）の目次になっており、これまで谷開きによるパラレルターンが、どの指導過程の段階に属するのか明確で

はなかったが、明確に中・上級過程に組み込まれていることである。 
 以上のように、オーストリアの指導方法論構築の基礎理論となっているターン運動の類縁性に関しては、その

ターン運動技術の構造、つまり局面構造論７，８，９，34，44）における、ターン運動の主要(機能)局面を考察・検討し、
その空間的・時間的、そして運動リズムの類似を観点にしていることは、言うまでもない。 
 社）日本職業スキー教師協会（SIA）の指導教程 21，22）をまとめたものが、〔図Ⅳ〕21）と〔図Ⅴ〕22）である。

この指導教程の中では、前述のオーストリアの指導教程と類似しているところが随所に見られるが、ターン運動

技術の類縁性を基礎理論として整理・構築された上での指導方法論とは、考えられないところもある。具体的に

は、02/03シーズンに発表された新 SIA教程 22）において、基礎過程の中（パラレルターンをマスターしよう）

におけるシュテムターンからパラレルターンへの展開が、左右交互のターン運動技術から、いきなり左右同時の

ターン運動技術へと展開されているところがあげられる。 
 しかし、同じ基礎過程の中（パラレルターンをマスターしよう）で、パラレルターンへの展開（指導）方法と

して、間接的指導法と直接的指導法を明確に分けて展開しているところは、ターン運動技術の類縁性を基礎理論

とした、ターン運動技術の系統発生の順序性と、ターン運動の学習転移現象、また使用用具の変遷等を配慮して

いると考えられる。 
 また、〔図Ⅳ〕，〔図Ⅴ〕で示されている通り、技能検定として世界的規模で共通して実施されているインターナ

ショナルスキーテスト（国際技術検定：ITテスト）の検定内容と、その指導教程における技能習熟段階が対応し
ている点は、前述同様、ターン運動の系統発生の順序性とターン運動の学習転移現象を基礎理論としていると考

えられる。 
 財）全日本スキー連盟（SAJ）の指導教程 47）に関しては、その指導（技術論）の中核が、カービングスキーを

使った“カービングターンの習得”と“その指導（習得）時間の短縮”のみに傾注しており、ターン運動技術の

種類さえ明確に捉えられておらず、ターン運動技術の分類、ましてやその運動の技術構造の類縁性に関する要素

は見られない。具体的には、左右交互のターン運動であるプルークボーゲンから、そのスキーのズレ幅を小さく

し、スキーの形状をハの字から平行へという構成で、指導方法論が展開されている。つまりターン運動技術にお

いて、スキーがズレているのか否か、またスキーが平行か否かが、指導方法論展開の中核となっていることがわ

かる。従ってこの指導方法論は、ターン運動技術の構造における類縁性を基礎理論として構築したものとは考え

られず、ターン運動の質的変化（テール，トップ＆テール，トップコントロールといった）＝ターン運動の習熟

過程（位相）を基にした構築になっていることが考えられる。 
 その為、ターン運動技術の系統的な段階に応じた指導方法論ではなく、更にターン運動の学習転移現象も捉え

られておらず、ターン運動技術の構造論とその指導方法論との間で、矛盾が随所に表れている。これは、系統的・

段階的なスポーツ運動の指導方法論と、スポーツ運動技術の質的変化（習熟過程）を、混同してしまったことが

主な要因と考えられる。 
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オーストリアの指導方法論７，８，９，17，18，20，24，25，29）と、 

縦のゲレンデスペースを使用した指導方法論 32，33） 

Ausbildungsschema〔図Ⅲ〕 
 

                    Kurzer Weg         Einseitiges Öffnen  
         Schuβfahren 
 
 
 
 
 
 
         Pflug                     Pflug 
                         （ Einseitiges Öffnen ） 
 
 
 
 
 
         Pflugbogen                 Pflugbogen 
                          （ Einseitiges Öffnen ） 
 
 
 
 
 
         Stemmschwingen           Pflugwedern 

（ Grundform ） 
（ Oben - Öffnen ） 

 
 
 
    
          Stemmschwingen 
          Unten - Öffnen 
 
 
 
 
         

Parallelschwingen 
Unten - Öffnen 
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Ausbildungsschema 
 
 
         Prallelschwingen Oben - Öffnen 
         
 
 
 
         Prallelschwingen mit Hochgehen 
 
         
                         
 
 
         Prallelschwingen mit Beugedrehen  
 
 
 
 
 
         Scherschwingen Oben - Öffnen 
         

 
 
 

 
         Scherschwingen Unten - Öffnen 
 

（作図：塚脇 誠） 
 
 
 
 
 これまでの先行研究の検討・考察において、取り上げられたターン運動技術は、具体的には、下記のようなタ

ーン運動技術であった。 

・ プルークボーゲン：体重移動，荷重移動， 

・ シュテムシュビンゲン（ターン）：山開き，谷開き，両開き， 

・ パラレルシュビンゲン（ターン）：山開き，谷開き，両開き，立ち上がり抜重，沈み込み抜重， 

・ シェーレシュビンゲン（ターン）：山開き，谷開き，両開き， 

 

 

 



課程
指導
課題

メダル

　・その場で足踏み
　・方向転換（トップ開き，テール開き）
　・転び方・起き方
　・歩く，登る（階段，逆ハの字）
　・滑らせる（ストックで押す）
　・キックターン練習のタイミング？

　　　　　　　上下運動

　　　　　　　片側プルーク
　　　　　　　（片開きプルーク）

　　　　　　初歩のターン：プルークボーゲン
　　　　　　体重移動

≪間接的指導法≫⇒プルークを徐々に小さく≪直接的指導法≫
　プルークから平行操作へ：斜滑降　 ・ファンスキー

・ショートカービングスキー
　斜滑降から横滑り　

　山回りターン：立ち上がり，ホッケーストップ

　シュテムギルランデ：体重移動（山開き） ★上体の振り込みを利用してターン

　　　　　　　体重移動（基本形）

　　　　　　　開きだしを小さくする
　　　　　　　
　　　　　　　両開き
　　　　　　　動的なシュテム：荷重移動

　パラレルギルランデ
※内側の膝を開く，トップを開く

　歩きながらのターン

　　　　　　　立ち上がりパラレル
　　　　　　　中回り，小回り（ショート）
　
１．横ずれから切れ込みへ ２．身体を傾ける感覚をつかむ
　・８の字ステップターン ・棒立ちターン
　・スケーティング滑走 ・外脚伸ばしターン

・山スキートップ上げターン

３．小回り（ウェーデルン）の洗練 ４．運動の幅を広げる
　・開脚のウェーデルン ・伸身動作によるターン
　・閉脚によるウェーデルン ・ジャンプターン

・曲げ回し伸ばし回し
≪テクニックプログラム≫
 １．外脚ターン ２．内脚ターン
 ３．片脚スキー ４．クラマーターン
 ５．スウェーデンターン ６．ノルウェーターン
 ７．バックターン ８．ドルフィンターン
 ９．ビッテリーターン 10．フォーメーション
Vol.１　不整地（コブ） Vol.２ 深雪
Vol.３　ポールとアルペン競技 Vol.４ スキー競技のニューウェーブ

〔図Ⅴ〕 2003/04 SIA Methodik (Übungsreihe) 　　SIAメソッド
22）

より作図：塚脇 誠
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　の組み合わせ

　用具の助けを借り、ある程度動けるよ
うになってから、スピードコントロール技
術を学ぶ方法も可能となった。
　しかし、あくまでも状況に応じて行う。

 10 TSUKAWAKI Makoto



課程
指導
課題 運 動 メダル 課程

指導
課題 運 動 メダル

　用具と服装 　シュテムギルランデ：体重移動（山開き）

　スキーのつけ方

　歩く・登る（階段，逆ハの字）

　滑らせる（ストックで押す） 　　　　　　　基本形：体重移動
　Gewoehnen，Gehen，Gleiten

　　　　　　　山開きパラレル

　シュテムギルランデ：蹴り（谷）　

　　　　　　　小回り：蹴り

　　　　　　　体重移動

　　　　　　　谷開き
　斜滑降　

　斜滑降＋横滑り　 　山回り：立ち上がり

　山回り：立ち上がり，ホッケーストップ 　ジャンプギルランデ

　　　　　　　ジャンプパラレル
　　　　　　　基本形：体重移動

　開脚パラレル
　　　　　　　両開き
　　　　　　　動的なシュテム：荷重移動 　　　　　　　プルークウェーデルン

　　　　　　　：ストックワーク付き
　　　　　　　

　　　　　　　山開きパラレル
　　　　　　シュテムウェーデルン

　開脚ウェーデルン

　　　　　　　パラレル：立ち上がり

　　　　　　　パラレル：抱え込み

　ウェーデルン（立ち上がり，抱え込み）
Carving ターン

　　　　　　　　　　　　　　　　ダイナミックターン

　 テクニックプログラム
　 コブ斜面のテクニック
　 新・深雪のテクニック

ポールテクニック

応
用
課
程

〔図Ⅳ〕SIA Methodik (Übungsreihe) ：02/03まで
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第３節：アルペンスキーにおけるターン運動の運動記述 

 アルペンスキーのターン運動技術の類縁性を的確に把握する為には、それぞれのターン運動における局面構造

を把握していなければならない。アルペンスキーにおけるターン運動の局面構造は、先行の諸研究７，８，９，12，17，

18，20，34，44）によると、その主要（機能）局面において“エッジングの切り換え局面のあるシュビンゲン（ターン）”

と、“エッジングの切り換え局面の存在しないプルークボーゲン”があげられている。ここでは、前述の先行研究

の検討で取り上げられた、それぞれのターン運動における主要（機能）局面での運動記述を行い、本研究におい

て、その類縁性を考察する為の基礎資料を作成することとする。 

 

１） エッジングの切り換え局面のあるターン運動技術＝シュビンゲン 

 それぞれのシュビンゲン（ターン運動技術）における主要局面は、エッジングの切り換え、そして荷重移

動（荷重の切り換え）・スキーの回旋等が行われる主要機能局面であり、ここではその際の重要な運動を記述

する。またシュビンゲンによっては、ストックワーク（使用）が、ターン運動に重要な援助をする場合もあ

るが、本研究においては、あくまでも主要局面における補助的・付加価値的な運動技術と捉えることにする。

従って本研究では、ターン運動の記述に加えないことにする。それは、ターン運動の記述における複雑さを

可能な限り軽減させ、ターン運動の中核技術をより明確に浮き彫りにする為である。 

 更に、スキーの開き出しが、山側 or 谷側、もしくは両側なのかは、その形態（空間）のみによる現象で
あり、運動リズムに決定的な違いは無く、ターン運動技術の中核を決定づけるものではない。つまり両開き

の運動記述は、谷開き（もしくは山開き）の運動記述と同じになるので、ここではあえて記述しないことに

する。 

 以下、混乱を避ける為、全て右ターンにおける運動記述とする。○数字番号は、〔図Ⅱ〕に対応したものと

なっている。 

①シュテムシュビンゲン（山開き：Stemmschwingen Oben - Öffnen＝基本形） 
 アルペンスキーの基本姿勢※（右脚・右スキーにほぼ 100％の荷重状態）から、足関節・膝関節・股関節
を伸展（伸び上がり）しながら、同時に左（山）スキーのテールを開きながら左脚を踏み出し（シュテム，

回旋：Drehen）、左スキーのインエッジで雪面を捉える（＝エッジングの切り換え：Umkantenが行われる)。
その後、開き出した左スキーに荷重（Belasten）する為、足関節・膝関節・股関節を屈曲（沈み込み）しな
がら、同時に上半身も左側に倒しながら中間姿勢、右ターンの基本姿勢へと、沈み込む。 

 
アルペンスキーの基本姿勢（斜滑降姿勢）※：“中間姿勢”、そして股関節から上半身を谷方向へ倒すことに

よって“左右の肩・腰・膝を結ぶラインは斜面と平行”にする｛谷脚（スキー）にほぼ100%の荷重を
可能とする為｝。山スキーは半足前方（滑走方向）へ出すので、そのねじれは左右の膝・腰・肩関節と

平行にし“胸がやや谷方向に向いた”姿勢となる。中間姿勢とは、スキーの三大関節である足関節・膝

関節・股関節が適度に曲げられて前後左右のバランス（姿勢）の維持がされており、そこから更に各関

節を曲げて低い姿勢（＝踵と臀部が近くなる）や、各関節を伸ばして高い姿勢（＝踵と臀部が遠くなる）

に移行できる中間の姿勢である。 

 
②シュテムシュビンゲン（谷開き：Stemmschwingen Unten - Öffnen） 
 アルペンスキーの基本姿勢（右脚・右スキーにほぼ 100％の荷重状態）から、特に谷側＝右脚の足関節・
膝関節・股関節を屈曲（沈み込み）しながら、同時に右スキー（谷脚）のテールを押し開く（シュテム）。

そのより低い姿勢から、右脚の足関節・膝関節・股関節を急激に伸展（伸び上がり）＝雪面を蹴っ飛ばした

結果、高い姿勢になる。その際同時に、左スキーのインエッジで雪面を捉える（＝エッジングの切り換え：

Umkanten が行われる)。更に同時に、右脚（スキー）で雪面を蹴っ飛ばすことにより、左スキーに荷重
（Belasten）が素早く移動する。その際必要であれば、左スキー（脚）の右方向への回旋（Drehen）を行
い、足関節・膝関節・股関節を屈曲（沈み込み）しながら、同時に上半身も左側に倒しながら中間姿勢、右

ターンの基本姿勢へと、沈み込む。 
 
③パラレルシュビンゲン（山開き：Prallelschwingen Oben - Öffnen） 
 アルペンスキーの基本姿勢（右脚・右スキーにほぼ 100％の荷重状態）から、足関節・膝関節・股関節を
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伸展（伸び上がり）しながら、同時に左（山）スキーを右スキーと平行に左脚を踏み出し（パラレル）、左

スキーのインエッジで雪面を捉える。この際、エッジングの切り換え（Umkanten)と必要であればスキーの
右方向への回旋（Drehen）が行われる。その後、開き出した左スキーに荷重（Belasten）する為、足関節・
膝関節・股関節を屈曲（沈み込み）しながら、同時に上半身も左側に倒しながら中間姿勢、右ターンの基本

姿勢へと、沈み込む。 
 
④パラレルシュビンゲン（谷開き：Prallelschwingen Unten - Öffnen） 
 アルペンスキーの基本姿勢（右脚・右スキーにほぼ 100％の荷重状態）から、特に谷側＝右脚の足関節・
膝関節・股関節を屈曲（沈み込み）しながら、同時に右スキー（谷脚）を左スキーと平行に押し開く（パラ

レル）。そのより低い姿勢から、右脚の足関節・膝関節・股関節を急激に伸展（伸び上がり）＝雪面を蹴っ

飛ばした結果、高い姿勢になる。その際同時に、左スキーのインエッジで雪面を捉える（＝エッジングの切

り換え：Umkanten が行われる)。更に同時に、右脚（スキー）で雪面を蹴っ飛ばすことにより、左スキー
に荷重（Belasten）が素早く移動する。その際必要であれば、左スキー（脚）の右方向への回旋（Drehen）
を行い、足関節・膝関節・股関節を屈曲（沈み込み）しながら、同時に上半身も左側に倒しながら中間姿勢、

右ターンの基本姿勢へと、沈み込む。 
 
⑤シェーレシュビンゲン（山開き：Scherschwingen Oben - Öffnen） 
 アルペンスキーの基本姿勢（右脚・右スキーにほぼ 100％の荷重状態）から、足関節・膝関節・股関節を
伸展（伸び上がり）しながら、同時に左（山）スキーのトップを開きながら左脚を踏み出し（シェーレ）、

左スキーのインエッジで雪面を捉える。この際、エッジングの切り換え（Umkanten)と必要であればスキー
の右方向への回旋（Drehen）が行われる。その後、開き出した左スキーに荷重（Belasten）する為、足関
節・膝関節・股関節を屈曲（沈み込み）しながら、同時に上半身も左側に倒しながら中間姿勢、右ターンの

基本姿勢へと、沈み込む。 
 

⑥シェーレシュビンゲン（谷開き：Scherschwingen Unten - Öffnen） 
 アルペンスキーの基本姿勢（右脚・右スキーにほぼ 100％の荷重状態）から、特に谷側＝右脚の足関節・
膝関節・股関節を屈曲（沈み込み）しながら、同時に右スキー（谷脚）のトップを開きながら押し開く（シ

ェーレ）。そのより低い姿勢から、右脚の足関節・膝関節・股関節を急激に伸展（伸び上がり）＝雪面を蹴

っ飛ばした結果、高い姿勢になる。その際同時に、左スキーのインエッジで雪面を捉える（＝エッジングの

切り換え：Umkanten が行われる)。更に同時に、右脚（スキー）で雪面を蹴っ飛ばすことにより、左スキ
ーに荷重（Belasten）が素早く移動する。その際必要であれば、左スキー（脚）の右方向への回旋（Drehen）
を行い、足関節・膝関節・股関節を屈曲（沈み込み）しながら、同時に上半身も左側に倒しながら中間姿勢、

右ターンの基本姿勢へと、沈み込む。 
 
⑦パラレルシュビンゲン（立ち上がり抜重：Parallelschwingen mit Hochgehen） 
 アルペンスキーの基本姿勢（右脚・右スキーにほぼ 100％の荷重状態）から、足関節・膝関節・股関節を
伸展（伸び上がり，立ち上がり）しながら、上半身を斜め右方向に投げ出す。身体の重心を含む上半身は、

左右のスキーの上を山（左）側から谷（右）側へと移動する（クロスオーバー）。その際、左右のスキーの

エッジングを同時に切り換える（Umkanten)。またこの時、必要であれば両スキーの右方向への回旋
（Drehen）が行われる。その後、足関節・膝関節・股関節を再び屈曲（沈み込み）しながら、同時に上半身
も左側に倒しながら中間姿勢、右ターンの基本姿勢へと、移行しながら左スキーに荷重（Belasten）してい
く。 

 
⑧パラレルシュビンゲン（沈み込み抜重：Parallelschwingen Beuge ( - Streck ) Drehen） 
 アルペンスキーの基本姿勢（右脚・右スキーにほぼ 100％の荷重状態）から、足関節・膝関節・股関節を
屈曲（沈み込み）しながら、上半身を斜め右方向に投げ出す。身体の重心を含む上半身は、左右のスキーの

上を山（左）側から谷（右）側へと移動する（クロスオーバー）。その際、左右のスキーのエッジングを同

時に切り換える（Umkanten)。またこの時、必要であればスキーの右方向への回旋（Drehen）が行われる。
その後、足関節・膝関節・股関節を再び伸展（伸び上がり）しながら、同時に上半身も左側に倒しながら中



 

TSUKAWAKI Makoto 14 

間姿勢、右ターンの基本姿勢へと、移行しながら左スキーに荷重（Belasten）していく。 
 

２） エッジングの切り換え局面の無いターン運動技術＝プルークボーゲン 

 それぞれのプルークボーゲンにおける主要局面は、荷重の移動／体重の移動（切り換え）・スキーの回旋が

行われる主要機能局面であり、ここではその際の重要な運動を記述する。 

 以下、混乱を避ける為、全て右ターンにおける運動記述とする 

◆体重移動によるプルークボーゲン（Pflugbogen des Belastungswechsels） 
 高い姿勢でのプルーク姿勢から、股関節を中心にして左（＝ターン外側）方向に上半身（特に左肩）を大

きく倒し、左脚（内側のエッジ）にほぼ全ての体重を乗せる体重移動を行う。この時、足関節・膝関節も、

左側に上体が倒れるように徐々に曲げる。つまり左脚に体重をより多く乗せる為、左足関節・左膝関節・左

股関節は、右足関節・右膝関節・右股関節よりも大きく曲げることになる。また同時に、左スキーのトップ

（左つま先）を右前方向に回旋、もしくは左スキーのテール（左踵）を少し押し出し、若干スキーを右へ回

旋する。更にこの時、左スキーの内側のエッジングを、緩めない（強める）ようにしなければならない。 

 
◆荷重移動によるプルークボーゲン（Pflugbogen des Druckwechsels） 
 中間姿勢でのプルーク姿勢から、軽く曲げられていた左足関節・左膝関節・左股関節を徐々に伸ばしなが

ら、左スキーの（内側）エッジを雪面へ押し付ける（えぐり込む）ようにして、左スキーへの荷重をより強

く（＝雪面に圧力を）かけ、荷重移動を行う。また同時に、左スキーのトップ（左つま先）を右前方向に回

旋、もしくは左スキーのテール（左踵）を少し押し出しながら若干スキーを右へ回旋する。更にこの時、左

スキーの内側のエッジングを、徐々に強めるようにしなければならない。 
 

 

【考察】 
 本論において、アルペンスキーにおけるターン運動の類縁性に関する先行の諸研究７，８，９，17，18，20，21，22，47）

で取り上げられているターン運動（運動形態）を、その運動構造（主に局面構造論）の視点・観点から運動記述

を行った。ここでは、この考察資料を基に、アルペンスキーのターン運動技術の運動類縁性に基づいて、ターン

運動が運動構造的に類似した“運動技術のファミリー”にまとめられるよう、考察を加える。またこの運動ファ

ミリーの構成・構築は、易しいものから難しいものへと順を追って運動指導を展開していく、いわゆる系統的な

指導方法論構築の為の基礎理論（原理）となりうるものである。 

 あるターン運動Ａを、ターン運動Ｂから明確に区別できるように分類することは、何を指導するのか（ターン

運動技術論）？ どのように指導するのか（ターン運動技術指導方法論）？ どのような名称でそのターン運動

技術を表記・表現するのかといった課題を解決する為には有効である。しかし、ターン運動ＡもＢもバリエーシ

ョンが存在していることが考えられる。このバリエーションの為に、厳密に設定した“分類の為の境界線（視点・

観点）”を再検討しなければならない場合もある。従って精確な境界線を引くことは、理論的には可能であっても、

混乱を招くこともありうるのである。つまり分類の為の境界線は、確定的・固定的なものではなく、開かれた状

態と考える必要もあるのである６）P.145~146。このような事例も存在することを踏まえて、ターン運動技術の類縁性

に関する先行研究を参考に、考察を展開することとする。 

 

第１節：先行研究を基にしたターン運動の類縁性とターン運動のファミリー 

 前述の通り、ターン運動技術の類縁性を基礎理論として構築された先行研究としては、オーストリアの指導方

法論７，８，９，17，18，20）があげられる。従ってここでは、本論で記述されたターン運動記述に関して、オーストリア

の指導方法論を基に考察することとする。 

 F.ホッピラー（オーストリアの指導方法論）は、新指導教程９）の発刊される 1994 年まで、左右の脚を交互に
使う（操る）ターン運動技術（左右交互のファミリー）と、左右の脚を同時に使う（操る）ターン運動技術（左

右同時のファミリー）に大別していた。更に左右交互に脚を使うターン運動技術を、“山のファミリー（家族）”

と“谷のファミリー（家族）”に分類した。そして、それぞれに“シュテムシュビンゲン”，“パラレルシュビンゲ

ン”，“シェーレシュビンゲン”に細分した。また、左右の脚を同時に使う（操る）ターン運動技術のファミリー
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に関しては、“立ち上がり抜重”と“沈み込み抜重”に細分した。 
 このようなターン運動構造の視点・観点による分類からは、〔図Ⅵ〕のようなターン運動技術の分類、つまりタ

ーン運動技術のファミリー図を作成することができる。 
 

〔図Ⅵ〕 オーストリアのターン運動技術のファミリー（８つのシュビンゲン） 

抜重の方法 脚の使い方 山／谷 スキーの形状 

山開き 
（山のファミリー） シュテム，パラレル，シェーレ 

左右交互運動 
谷開き 

（谷のファミリー） シュテム，パラレル，シェーレ 伸び上がり系 

左右同時運動  パラレル 

沈み込み系 左右同時運動  パラレル 

（作表：塚脇 誠） 
 
 また 1994年に発刊された新指導教程９）では、左右の脚を交互に使った（操る）ターン運動技術（左右交互の
ファミリー）を、パラレルターンにおける“横方向への体重移動のターン運動技術のファミリー”とした。左右

の脚を同時に使う（操る）ターン運動（左右同時のファミリー）では、パラレルターンにおける“上下方向への

体重移動のターン運動技術のファミリー”と“前後方向への体重移動のターン運動技術のファミリー”として分

類した。このターン運動技術の分類における視点・観点の違いは、指導方法論（教程）構築に直接影響している

ように見える。 
 このようなターン運動構造の視点・観点による分類からは、〔図Ⅶ〕のようなターン運動技術の分類、つまりタ

ーン運動技術のファミリー図を作成することができる。 
 

 

 

 

〔図Ⅶ〕 オーストリアのターン運動技術（シュビンゲン）のファミリー（1994年～） 

体重移動の方法 山／谷 スキーの形状 

山側（方向） シュテム，パラレル，シェーレ 
横方向への体重移動 

谷側（方向） シュテム，パラレル，シェーレ 

上下方向への体重移動  パラレル 

前後方向への体重移動  パラレル 

（作表：塚脇 誠） 
 
 この〔図Ⅵ〕と〔図Ⅶ〕を比較考察すると、〔図Ⅵ〕における“抜重の方法”と“脚の使い方”といった２つの

分類の視点・観点を、〔図Ⅶ〕では“体重移動の方法（と方向）”という１つの視点・観点に整理したものである

ことがわかる。 

 従って、オーストリアのターン運動の類縁性を基にしたターン運動技術のファミリー構成は、その分類の視点・

観点を整理した、または表現（表記）を変えたのみである。またその指導方法論７，８，９）の展開を考察すると、〔図

Ⅵ〕と〔図Ⅶ〕を基にした指導方法論の構成に違いは見られなかった。 

 エッジングの切り換えの無いプルークボーゲンにおいては、その主要局面において、左右の脚を同時に使う（操

る）ことはなく（不可能）44）、脚を必ず左右交互に使う（操る）ことが、本論の運動記述よりわかる。体重移動
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によるプルークボーゲンにおいては、足関節・膝関節・股関節を伸展しながら抜重を行う、伸び上がり系のター

ン運動技術であることがわかる。また、荷重移動によるプルークボーゲンにおいては、足関節・膝関節・股関節

を屈曲しながら抜重を行う、沈み込み系のターン運動技術であることがわかる。従って、前述のオーストリアの

先行研究７，８，９，17，18，20）を基に、エッジングの切り換え局面を含まないプルークボーゲンをも組み込んだ、ター

ン運動技術のファミリーは、以下の〔図Ⅷ〕のように構成されることになる。ここでは、ターン運動の類縁性に

関する視点・観点が、より明確に捉えられるよう、〔図Ⅵ〕を基にまとめ、表記することにする。 

 

〔図Ⅷ〕アルペンスキーのターン運動技術のファミリー（オーストリア編） 

エッジングの

切り換え 抜重の方法 脚の使い方 山／谷 スキーの形状 

伸び上がり系  プルークボーゲン 
（体重移動：Belastungswechsel） 無し 

沈み込み系 
左右交互運動 

 プルークボーゲン 
（荷重移動：Druckwechsel） 

山開き 
（山のファミリー） シュテム，パラレル，シェーレ 

左右交互運動 
谷開き 

（谷のファミリー） シュテム，パラレル，シェーレ 伸び上がり系 

左右同時運動  パラレル 

有り 
（シュビンゲン：

Schwingen） 

沈み込み系 左右同時運動  パラレル 
（作表：塚脇 誠） 

 

第２節：除外されていたターン運動技術 

 前述の第１節では、オーストリアにおける先行研究７，８，９，17，18，20）を基に、ターン運動技術のファミリーを考

察し、図に整理・まとめることができた。しかしオーストリアの指導方法論は、ルードヴィッヒ．ボルツマン

（Ludwich BOLTZMANN）の言う、「すぐれた理論とは、より実践的なもの以外の何ものでもない（Es gibt 
nichts Praktischeres als eine gute Theorie）」３）P.15という基本理念の基、展開構築されているのが特徴である。

その為、常に現場での実践性・有効性が最優先され、また一般的に優れた成果を発揮する為に、特定の限られた

条件・状況による例外的なターン運動技術に関しては検討・考察がなされておらず、現在（理論的に）考えられ

うるターン運動技術の全てが、〔図Ⅷ〕に組み込まれていないこともわかる。 
 具体的に指摘すれば、“沈み込み系”の抜重方法による“左右同時”のターン運動は提示されているが、“左右

交互”のターン運動技術の構成が抜けていることである。つまり、沈み込みながら左右の脚を交互に使う（操る）

ターン運動技術のファミリーである。本研究で命名するとすれば、“沈み込み系シュテムシュビンゲン（山開き，

谷開き）”，“沈み込み系パラレルシュビンゲン（山開き，谷開き）”，“沈み込み系シェーレシュビンゲン（山開き，

谷開き）”の６つのターン運動技術である。 
 これらのターン運動技術は、実際のアルペンスキーの滑走に、必要が無いのであろうか？ また我々は、この

ようなターン運動技術を使って滑走することはない（かった）のであろうか？ 答えは、きっと No／Nein（い
いえ）のはずである。オーストリアにおいては前述の通り、より実践的で有効的、そして一般的な指導方法論を

展開することを最重課題としていることから、ある限定された環境においてのみ必要となるであろうターン運動

技術を、除外したものと考えられる。 
 アルペンスキーおけるターン運動の類縁性を基に、ターン運動技術のファミリーを構成・構築することは、タ

ーン運動の系統発生に基づいた指導方法論（指導教程）構築、またターン運動技術の学習転移現象を的確に把握

する、最も重要な基礎理論（原理）であることは既に述べた。 
 例えば、近年のカービングスキーの急速な発展・普及により、現場の指導において、ヴェンディング技術と呼

ばれる沈み込み系のターン運動技術が、注目・適用されている。但し本研究では、カービングスキーを使用した

カービングターン運動の推奨運動技術が、沈み込み系のターン運動技術であるのかどうかは、本研究の目的から
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外れるので、ここでは論じないことにする（この点に関する重要な示唆は、塚脇の研究 37，38，42）を参照）。この

上下の運動を抑えた（沈み込み系）ターン運動技術の指導の際、重要となってくるのが、沈み込み系によるター

ン運動技術の習得であり、その指導法なのは言うまでもない。つまり、例えばコブ斜面といった極端に限定され

た条件・状況・環境での滑走に有効であった、沈み込み系によるターン運動技術（パラレルシュビンゲン）が、

その他の多くの環境下（カービングターン）でも求められてきているのである。このように、コブ斜面滑走を含

め、沈み込み系によるターン運動技術の習得が必要な場合、沈み込み系に属するターン運動技術のファミリーを

指導展開（練習）する必要があることは明白である。つまり、荷重移動によるプルークボーゲンや、沈み込み系

シュテムシュビンゲン（山開き，谷開き）の指導が必要となるのである。現実に、沈み込み系パラレルシュビン

ゲン（＝ヴェンディングターン）を苦手とするスキーヤーが、多く見られる。この主な要因の１つとして、ター

ン運動技術のファミリーを基に構成・構築された、系統的な指導が現場レベルにおいて実践されていないことを、

あげることができるのである。 
 従って本研究においては、これまでオーストリアの指導方法論の中でも、ターン運動技術のファミリーの構成

要素とされていなかった、沈み込み系の６つのターン運動技術｛シュビンゲン：沈み込み系シュテムシュビンゲ

ン（山開き，谷開き），沈み込み系パラレルシュビンゲン（山開き，谷開き），沈み込み系シェーレシュビンゲン

（山開き，谷開き）｝を組み込んだ、更に明確なターン運動技術のファミリー図を構成・構築することが重要なの

である。 

 

第３節：ターン運動ファミリーの構成・構築の問題点 

 前述の第２節では、先行の諸研究７，８，９，12，17，18，20，34，44）と塚脇独自の考察結果から、ターン運動技術のファ

ミリーの構成・構築を展開し図にまとめた。しかし、下記のような諸問題も考えられる。 

１）シュテムシュビンゲンにおける、スキーの引き寄せ（スキーを平行にする）のタイミングの視点・観点によ

る分類法（境界線）が考えられないのか？ 

２）ショートターン（小回り）とロングターン（大回り）の視点・観点による分類法（境界線）が考えられない

のか？ 

３）近年急速に普及したニューコンセプトスキー＝カービングスキーを使用したターン運動において、カービン

グターン（ズレが無い）なのか、スキッディングターン（ズレの多い）なのかの視点・観点による分類法（境

界線）が考えられないのか？ 

４）ターン運動において、スキーの形状がハの字（プルーク）、パラレル、逆ハの字（シェーレ）といった分類（視

点・観点）のみでの分類では不十分なのか？ また、シュテムシュビンゲン等に代表される両開きの捉え方

（分類）は、どのように捉えるのか？ 

 以下、それぞれの問題に関して考察することにする。 
 １）の問題であるが、本研究で問題（範疇）としているのは、ターン運動における運動構造の中核技術の類縁

性を基にした、運動の分類（ファミリー構成・構築）である。例えば、山開きのシュテムシュビンゲンにおいて、

そのスキーの引き寄せがフォールライン（最大系斜線）の前であろうと後であろうと、またはその上であろうと、

そのターン運動における運動構造の中核技術（空間的類似と運動リズムの類似）には、違いは無いのである。こ

のタイミングの違いの要因は、滑走スピード，滑走斜面等の環境からの影響と、スキーヤーの技能習熟レベル（運

動の習熟位相）の違いなのであり、ターン運動の中核技術を問題とした運動の類縁性の範疇では無いのである。

また例え分類したとしても、それは運動技能の習熟過程（位相）を捉えることになってしまうのである。 
 ２）の問題は、ターン運動技術の本質的徴表、その運動構造からの分類という視点・観点ではなく、誰がいつ、

どの程度の大きさ（ターンの半径／直径）でショートターンとロングターンを分類するか？ といった幾何学的

な図形が問題とされるものである。例え、ショートターンとロングターンが定義づけられたとしても、特定のタ

ーン運動における局面構造を記述すると、ショートターンとロングターンでは、ターン運動技術の本質的徴表（運

動構造）に、違いは表れてこないのである。 
 ３）の問題は、本論：第２節でも述べたが、ターン運動においてそのスキーがズレているのか否か？ を問題

にするものであり、ターン運動技術における運動構造の中枢に違いがないことから、分類ができず、つまりター

ン運動のファミリー構成・構築としての視点・観点としては、意味を見出せない例である。またこの問題は、１）

と同様、ターンの運動質の問題と捉えられる可能性が十分あり、ターン運動技術の習熟位相の問題圏なのである。

つまりこれは、質の高い運動技術と質の低い運動技術の問題圏であり、ターン運動技術の分類を問題とするもの
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ではないのである。 

 ４）の問題は、ターン運動の形態のみによる分類の視点・観点であり、運動リズムによる考察がなされていな

い。従って、ターン運動技術の中核技術に関する分類としては不十分で、ターン運動技術を精確に捉えることに

は、発展していかないものである。つまり、パラレルシュビンゲンを例にあげると、その運動経過における構造

分析（運動記述）では、結果的に複数のターン運動技術のファミリーに属（重複）することがわかる。〔図Ⅷ〕，

〔図Ⅸ - ａ〕を見れば、明らかである。従って、本研究における適切な分類（視点・観点）ではないと言えるの
である。また、シュテムシュビンゲンにおける両開きの現象は、本論：第３節 １）でも述べた通り、スキーの形
状が問題、つまり形態のみに視点・観点があり、ターン運動技術の中核技術を捉えた上での分類ではないのであ

る。 
 ここで取り上げた例１）～３）に関しては、本論第１節で述べた通り、ターン運動技術のそれぞれのバリエー

ションとしても捉えることができる例である。従って、何を指導するのか（ターン運動技術論）？ どのように

指導するのか（ターン運動技術指導方法論）？ どのような名称でそのターン運動技術を表記・表現するのかと

いった基礎理論を、指導方法論に提供することは難しいのである。 
 つまり注意しなければならないのは、このようなターン運動技術のバリエーションを、ターン運動の類縁性と

して分類し、指導方法論の基礎理論（原理）としてしまうと、効果的なターン運動の技術指導・ターン運動の学

習が行われることが難しくなる可能性が十分あるのである。 
 ターン運動技術全体としての機能的類縁（運動技術の共通性）からまとめられた、ターン運動技術のファミリ

ー図が構成・構築された場合、ターン運動技術の習得が早く、より確実・安定性のあるターン運動技術の指導に

つながっていくのである。つまり、本研究によるターン運動の局面構造分析による運動技術の共通性から構成・

構築されたターン運動技術のファミリー構成図によって、より効果的なスキー指導・学習が可能となるのである。 
 
 

【結論】 
 本研究おいて、アルペンスキーにおけるターン運動技術の類縁性を基にした考察により、ターン運動技術のフ

ァミリー図は、〔図Ⅸ - ａ〕のように構成・構築することができる。 

 
〔図Ⅸ - ａ〕 

アルペンスキーのターン運動における 
運動技術の類縁性（ターン運動技術のファミリー構成図） 
エッジングの

切り換え 抜重の方法 脚の使い方 山／谷 スキーの形状 

伸び上がり系  プルークボーゲン 
（体重移動：Belastungswechsel） 無し 

沈み込み系 
左右交互運動 

 プルークボーゲン 
（荷重移動：Druckwechsel） 

山開き 
（山のファミリー） シュテム，パラレル，シェーレ 

左右交互運動 
谷開き 

（谷のファミリー） シュテム，パラレル，シェーレ 伸び上がり系 

左右同時運動  パラレル 
山開き 

（山のファミリー） シュテム，パラレル，シェーレ 
左右交互運動 

谷開き 
（谷のファミリー） シュテム，パラレル，シェーレ 

有り 
（シュビンゲン：

Schwingen） 

沈み込み系 

左右同時運動  パラレル 
（作表：塚脇 誠） 
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 また〔図Ⅸ - ａ〕において特筆すべき点は、第一に、沈み込み系の抜重方法におけるターン運動技術のファミ

リーに、左右交互のターン運動ファミリーを組み込んだこと（ として表記）。そして第二に、シュビンゲンとし

て扱われていないプルークボーゲンにおいても、ターン運動のファミリー構成図に明確に組み込まれている（ と

して表記）ことである。 

 この構成図〔図Ⅸ - ａ〕によって、提供されるターン運動の指導方法論構築の基礎として特筆できるのは、沈

み込み系のターン運動技術のファミリーにおける指導方法論構築に関してである。つまり、“沈み込みによるパラ

レルシュビンゲン”は、“立ち上がり系パラレルシュビンゲン”の習得後、その必要性に応じて指導展開されてい

たのが、これまで一般的であった。しかし本研究の結果より、伸び上がり系のパラレルシュビンゲンが習得され

ていない学習者に対する、その指導方法論構築の基礎が提供されたことになる。また同時に、沈み込み系のター

ン運動技術のファミリーにおける、ターン運動技術の更なる洗練に関する指導方法論（練習法構築）の基礎も提

供されたことになるのである。 

 
 

【今後の研究課題】 
 本研究では、アルペンスキーにおけるターン運動構造の中核技術の類縁性を基にした、ターン運動技術のファ

ミリー構成図の構築ができた。この構成図において特筆すべきは、これまで諸外国においても明確に捉えられて

いなかった全ての沈み込み系ターン運動技術が、ファミリー構成図へ組み込まれたこと、エンジングの切り換え

技術の存在しないプルークボーゲンにおいても、その構成図の中で明確に捉えたことの２点である。 

 従って本研究は、新しいターン運動の技術を、系統的に習得していく為の段階的練習法（指導教程など）を組

み立てる際、非常に重要な役割を果たす“アルペンスキーにおけるターン運動技術の系統発生の順序性”と、“タ

ーン運動技術の学習転移現象”の的確な把握を可能とする基礎理論を、現在考えられる全てのターン運動技術に

提供できたのである。 
 そこで今後の研究課題としては、本研究で明らかにされたアルペンスキーにおけるターン運動技術のファミリ

ー構成図〔図Ⅸ - ａ〕を基に、簡単なものから難しいものへといった、系統的なアルペンスキー指導方法論の再
検討と構築、またターン運動技術の学習転移現象をも踏まえた、指導方法論の再検討と構築なのである。 
 これは、近年盛んに指導法の研究・展開が行われている、パラレルへの直接的指導法、つまりプルークボーゲ

ン・シュテムシュビンゲン（ターン）を経由しない指導方法論（教程）に関する、ターン運動の類縁性という基

礎理論（原理）を視点・観点とした指導方法論的検討・考察である。そして、プルークボーゲンやシュテムシュ

ビンゲンの指導方法論上の意味・価値を検討・考察する重要で非常に意味のある研究となるものである。 
 また前述に関連して、1991/92シーズン（以降）のオーストリア国家検定スキー教師養成コース卒業（学士号）
試験において、シェーレシュビンゲン（Scherschwingen / umsteigen）の実技試験の是非が、国家試験委員会と
指導教官の中で議論されていた。その意味と価値に関する検討・考察の基礎理論（手がかり）が、本研究結果に

よって提供されたのである。 
 前述のように、沈み込み系のターン運動技術のファミリー構成が明確になった為、そのターン運動（ヴェンデ

ィングターン）技術の指導方法論構築の基礎理論も提供できたのである。つまり、近年急速に普及したニューコ

ンセプトスキー＝カービングスキーを使用したターン運動、特にカービングターンに有効とされるターン運動技

術が、沈み込みによるターン運動技術（ヴェンディング）とされるならば、その有効な指導方法論構築が可能と

いうことになる。また、カービングスキーの普及に代表されるような用具の変化（発達）が、ターン運動技術の

分類にどの程度影響があり、現場の指導方法論に影響するのかも、考察・検討することが可能となったのである。 
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